
令和７年２月４日 

 教 育 環 境 課 

 

世田谷区立松沢中学校改築整備方針について 

 

１．主旨 

世田谷区立松沢中学校は、世田谷区公共施設等総合管理計画一部改訂（第２期）

において、令和６年度より施設更新に着手する学校に選定している。 

このたび、世田谷区立松沢中学校の整備手法及び配置計画の方向性について改築

整備方針として取りまとめたので報告する。 

 

２．改築整備方針 

（１）基本的な考え方 

  ①一部改築等による全棟整備 

世田谷区公共施設等総合管理計画一部改訂（第２期）に基づき、棟別全棟整

備を基本とし、長寿命化が可能なものはリノベーションを行うとしており、可

能性を検討した。 

・普通教室 棟：日影規制の既存不適格により周辺への影響があるため改築

とする。 

・特別教室 棟：構造性能調査の結果から長寿命化に適さないことや、将来

の改築の困難度から改築とする。 

・屋内運動場棟：環境面、性能面の調査結果から長寿命化を図る。 

・武道場・プール棟：環境面、性能面の調査結果や築年数から改修とする。 

  ②仮設校舎の抑制 

   校庭に新校舎を建設し、既存校舎や屋内運動場棟（一部特別教室含む）を活

用しながらローリングにより既存校舎等を解体、改築することで仮設校舎を抑

制した整備を行う。なお、長寿命化改修を行う屋内運動場棟の特別教室の仮設

校舎整備は必要となる。 

③改築中の対応 

給食の提供は、引き続き太子堂調理場からの搬送により対応する。また、工

事期間中における校庭利用やプール利用については、近隣校と連携するなど計

画的な授業の実施ができるよう取り組む。 

④校庭の整備 

校庭の配置の変更に伴う近隣住宅地への影響や校庭の稼働率等を考慮した舗

装材（ゴムチップ・人工芝等）の採用について検討を行う。 

⑤複合化の検討 

   世田谷区公共施設等総合管理計画一部改訂（第２期）を踏まえ、現在、松沢

まちづくりセンター１階の松沢図書室との複合化に向けた検討を進める。 
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（２）敷地概要等 

  ①施設利用状況（令和６年５月１日現在）：生徒数３２５人（１０クラス） 

  ②敷地概要 

 

 

 

 

 

 

 

（３）施設規模 

施設の延床面積は、普通教室、特別教室、管理諸室、屋内運動場、特別支援

学級、特別支援教室、防災倉庫等を確保し、約８，４００㎡とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室（特別教室、管理諸室等を除く。）として１５教室（普通教室１２室、

ワークスペース等３室）と、特別支援学級等で５教室分の面積を想定する。 

ア）普通教室 

学務課の推計による生徒数の予測（令和６年５月１日現在）は下表のとおり

である。なお、将来の３５人学級も想定したうえで、普通教室は１２教室を確

保する。 

 

年度 6年度 

(2024) 

7年度 

(2025) 

8年度 

(2026) 

9年度

(2027) 

10年度 

(2028) 

11年度 

(2029) 

12年度 

(2030) 

生徒数 

(クラス数) 

325 

(10) 

311 

(10) 

337 

(11) 

321 

(10) 

330 

(9) 

327 

(10) 

316 

(9) 

イ）ワークスペース 

ワークスペースは、少人数教室としての利用を想定し、標準設計仕様書（平成

２６年１２月改訂版）に基づき、合計３教室を確保する。 

所在地 世田谷区桜上水４丁目５番２号 

敷地面積 １３，２２０㎡ 

都市計画等 第一種中高住居専用地域、  

容積率２００％－建ぺい率６０％、１９ｍ第２種高度地

区、 準防火地域、景観計画区域（一般地域）、桜上水三・

四丁目中部地区地区計画 

施設 既存 整備後 

松沢中学校 鉄筋コンクリート造 

地上３階建 

延床面積 約８，５２１㎡ 

鉄筋コンクリート造 

※工期、資材搬入等の状況

を踏まえ、検討する。 

地上３階建 

延床面積 約８，４００㎡ 

松沢図書室 松沢まちづくりセンター 

１階 松沢図書室 

約１２４㎡ 

今後検討していく。 
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ウ）特別支援学級等 

「世田谷区立小・中学校特別支援学級等整備計画」では特別支援学級の利用生

徒数の増加に対応するため、地域的なバランス等に配慮しながら、可能な限り増

改築の機会を捉えて特別支援学級の整備に取り組むこととしている。 

このため、特別支援学級等設計標準仕様（平成２２年４月）等を踏まえ、特別

支援学級（固定学級）及び特別支援教室の指導場所として５教室分（特別支援学

級３．５教室分、特別支援教室１．５教室分）を確保する。特別支援教室はこれ

まで通り巡回校の位置付けとする。さらに、竣工後の生徒数の推移や使用状況を

踏まえながら、ワークスペースを有効に活用し、教室環境の充実を図る。 

 

３．概算経費 

（１） 概算総事業費  

（設計費、改築費、長寿命化改修費、改修費、解体工事費、仮設校舎経費） 

約６４．９億円 

〈内訳〉設計費        ：約 ４．９億円 

改築費        ：約３８．４億円 

改修費（長寿命化含む）：約１５．１億円 

解体工事費      ：約 ４．７億円 

仮設校舎経費     ：約 １．８億円 

 

※外構工事費（校庭整備・道路整備含む）は上記概算額に含まず。 

※特定財源として、国庫補助事業（学校施設環境改善交付金）を活用し、約

３．０億円を見込んでいる。 

※松沢図書室の整備事業費は上記概算額に含まず。 

※概算事業費総額が１０億円以上となる本件整備事業は、「公共施設等総合管

理計画一部改訂（第２期）」に示す官民連携手法の検討対象事業に該当する

が、施設の開設時期を踏まえ、従来手法による施設整備を進めていく。 

 

（２）施設維持管理費 

約３．９千万円/年 

※施設別行政コスト計算書（平成30年から令和５年度決算）〔学校〕の平均値及び

ZEB効果・費用を考慮して算出。 
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４．今後のスケジュール（予定） 

令和  ７年度  基本構想 

         文教常任委員会（基本構想報告） 

８年度  基本設計 

９年度  基本設計、実施設計 

              文教常任委員会（基本設計報告） 

１０年度  実施設計、仮設校舎工事、校舎一部解体工事 

１１年度以降  改築工事、長寿命化・改修工事、仮設校舎解体工事、 

外構・校庭整備工事他 
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【参考】施設の概要 

（１）周辺図 

（１） 周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区 

（２）既存校舎の現状 （３）施設配置の整備イメージ 

日本大学 

松沢中学校 

都立松原高等学校 

松沢図書室 

下高井戸駅 

桜上水駅 

正門 

南門 

北門 

新校舎 

４棟 ３棟 

校庭 

既存校舎 

 １棟：普通教室棟 3,532㎡ 

 ２棟：特別教室棟 1,854㎡ 

 ３棟：屋内運動場棟  1,676㎡ 

 ４棟：武道場・プール棟 1,459㎡ 

合計 8,521㎡ 

 

施設整備 

 松沢中学校 

約 8,400㎡ 

 

※整備イメージは現時点でのイメージです。 

別紙 
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